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教会はあなたのおいでをお待ちしております
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　　 　 Photo:scx/Penelope Berger
　子どもの頃、我が家の周りは田んぼでした。そ

の田に水を引くための用水路が玄関前の道路に

沿ってありました。

　用水路、その幅は1メートルもなかったと思い

ます。深さも路面から水底まで数十センチくらい

だったでしょうか。水の流れは豊かできれいでし

た。水底には根をはった水草がふさふさと茂り、

流れにあわせて、ゆらりゆらりと揺れていまし

た。幻想的な光景でした。

 わたしは毎朝のように、道路に出て用水路を見

ていました。その道路はまだ舗装されておらず、

自動車が通ることもまれでした。ですから、道路

に腹ばいになって、頭を用水路に突き出し、顔を

水面に近づけて、水中を覗き込んでいたのです。

その格好を見て、母は「変な子だねぇ」と言って

いました。

 用水路を泳ぐ小鮒は上から見ると流線型で、う

ろこも透明で、見つけにくいのです。群れをなし

て泳ぐ様は、訓練された行進のように整然として

精悍でした。網で掬おうとしても、すばしこく、

またたくまに姿を消します。その点、泥鰌は動き

が鈍く、水底の泥もろとも掬うと、網の中で、の

たうちまわっているということがよくありまし

た。でも、どれもこれも、水中の姿が一番でした。

「やはり野におけ、れんげそう」ではありません

が、わが掌中にできない、しないからこそ、彼ら

の命はリアルに輝いているのです。

 季節は移りますが、「用水路観察」の圧巻は、と

んぼの羽化です。水中から「やご」が用水路の側

壁をよじ登ってくるのです。水面に出て、側壁に

しがみつく格好で静止し、やがてその背中が割

れて、白っぽい塊が出てきます。成虫です。そっ

くり返って垂れ下がり、足もきちんと折りたたま

れ、羽も絞った雑巾のように小さく縮こまってい

ます。でも、風に吹かれてどんどん乾き、しわも

みるみる伸びて、ガラスのような光沢を放つ大き

な羽になります。すると飛び立つのです。目の前、

あちらこちらで、次から次にその光景が……。「ご

はんですよ」の母の声に、ようやくわたしも立ち

上がります。ぬけ殻は側壁にくっついたまま。登

校の際に、それを数えるのです。

 時は春、新年度。土の中から、水の中から、命が

湧き出る、再生、再出発の季節です。それにあや

かり、心機一転を心に期す人も多いでしょう。

 キリスト教会では、この時期、イエス・キリス

トのご復活をお祝いします。それは「神、我らと

共に」の命を生きることです。それは、「人はパン

だけで生きるものではない」ことを、日々、時々

刻々、確認することです。パンだけを追求する時、

人は、かえって、生きること、「いのち」の意味を

喪失していくのではないでしょうか。
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教育いろは
谷センセイの

第1回　教育基本法を考える

今こそ愛するとき
　ある日、母親が愛する子に、「ジョニー、おまえを愛

しているわ。口で言えないほど愛しているのよ」と言

いました。でもジョニーがいろいろ質問すると、「いま、

邪魔しないで」「隣の子を家の中にあげたいって？ そ

うねえ、やめてちょうだい。お母さんは汚してほしく

ないの」「だめよ、今日はお話を聞かせる時間はないの。

だから外へ行って遊んでちょうだい」。ジョニーは泣

きべそをかきながら外に出ました。（J. M. ドレッシャー

著書、「今こそ愛するとき」より）

　「ジョニー、おまえを愛しているわ。口で言えないほ

ど愛しているのよ」この言葉は、どの親も例外なく子

どもに抱いている思いであり、何にも代え難い我が子

を思う母親の深い愛情が示されています。

　しかし、母親が思っていること、愛していることを

子どもに具体的に伝えることは至難の業かも知れま

せん。愛していることは、すなわち、愛されていること

を伝えることです。子どもは、自分が愛されているこ

とを感じてはじめて、心からすべてを受け入れる豊か

な心を持つのですが、ときとして愛が片手間に伝えら

れていないでしょうか。片手間にすることは片手間の

状態で伝わることになります。思いを 100 パーセント

伝えることの難しさを感じずにはおれません。

　ご存知のように、『愛』とは、「受ける」と「心」とい

う漢字が一つとなって構成されています。「相手の心

を受け入れる」。それも、相手の思いや心を自分の一番

大切な真ん真ん中に置く、これが「愛」という文字の

意味のようです。聖書のいう「愛」とは、「相手のため

に死んでもいい」ということです。自分の都合と時間

ではなく、子どもの都合と時間を大切にするとき、こ

れまでと違った何かが変わってきます。子どもは、感

性で心で、自分が本当に愛されていることを知ります。

愛されたことの経験が、愛することにつながります。

愛がきちんと愛する子どもに伝わるために。今は愛す

るとき！

（園長）
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【祈りの言葉】

あなたを裁くのではなく、

あなたに裁かれるべきものである

ことを悟らせてください。

【第一留】イエス、死刑の宜告を受ける

人形制作/杉岡広子　http://www.bibledollministry.com/
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